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資料１



 

 

第４章 基本目標と施策の展開 
 

第４章の見方 

 

 

 

 

   （１）包括的な支援体制の構築 

    

    

    

 

 

     

 

 

 

 

   ■現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

■市の主な取組 

   →   

 

   → 

 

   → 

 

 

例 示 

施策の方向性の概要を記載 

地域・市民の取組を推進、支援、補完

するような市が進める取組内容を記載 

基本目標４   築く 

施策の方向性ごとに現状と課題を整理 

目指す姿 



第４章 基本目標と施策の展開 

基本目標４   築く 

 

基本目標４ 築く 

（１）包括的な支援体制の構築 

 

各分野で既に設置している包括的な支援機関を踏まえ、横断的な課

題や制度の隙間にある課題についても、相談や支援ができる体制 

 

目指す姿 
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第４章 基本目標と施策の展開 

基本目標４   築く 

 

基本目標４ 築く 

（２）孤独・孤立の予防と対策 

 

・様々な社会的課題が孤独・孤立に起因するという考え方が浸透して

いる社会 

・孤独・孤立という観点から相談者の課題を整理し、予防や対策を行

う体制 

 

目指す姿 
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第４章 基本目標と施策の展開 

基本目標４   築く 

 

基本目標４ 築く 

（３）生活困窮者等への支援体制の充実 

 

・世帯全体を視野に入れた包括的な課題の整理を行う体制 

・様々な分野で行われている支援を組み合わせ、その人に合ったプラ

ンを作成し、その人に合った自立を目指す本人主体の伴走型支援を

行う体制 

 

目指す姿 
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第４章 基本目標と施策の展開 

基本目標４   築く 

 

基本目標４ 築く 

（４）自分らしく生きるための支援 

 

・住み慣れた地域でその人らしく暮らすことのできるように、多様な

分野が連携を図りながら、必要な方に必要な支援を行う体制 

・様々な価値観を理解・共感し、多様性を認め合う社会 

 

目指す姿 

6



 

 

第５章 計画の推進体制 
 

１ 計画の周知  

地域福祉計画は、市民や関係者、関係機関との連携や協力によって推進していきます。

このことから、計画の周知に当たっては、広報紙やホームページの活用を図るだけではな

く、自治会や民生委員・児童委員等の関係機関に対して、計画の推進に向けた取組につい

て個別に説明を行うなど、積極的な情報提供を行います。 

 

２ 関係機関等との連携 

（１）地域 

市民が住み慣れた地域で、共に暮らしていくためには、地域の問題に関心を持ち、地域

の担い手として、行動できる仕組みづくりが必要です。 

市は、住民が地域福祉活動に主体的に参加できるよう、情報提供と人材育成を推進し、

相互に連携を図りながら、それぞれの役割を果たしていける地域づくりを進めます。 

 

（２）東松山市社会福祉協議会 

東松山市社会福祉協議会は、地域住民や福祉関係者の参加により福祉サービスの提供や

福祉活動に取り組むなど、地域福祉の推進役としての中心的な役割を果たしています。ま

た、関係機関や関係者の調整役としての機能も求められています。 

市は、各種事業の支援及び連携強化を推進するとともに、東松山市社会福祉協議会の

「地域福祉活動計画」との整合を図ります。 

 

（３）関係機関 

市は、地域福祉の推進に向け、自治会や民生委員・児童委員、ボランティア団体、NPO

法人などの地域活動団体のほか、地域包括支援センター、障害者相談支援事業所などの福

祉に関係する機関や、商工会や観光協会などの地域の活性化に取り組む組織と、相互に連

携や協力を図っていきます。 

 

（４）庁内の関係部署 

福祉ニーズの多様化と複雑化を踏まえ、制度の狭間や複合的な課題の解決と地域づくり

を図る観点から、制度や分野ごとの「縦割り」という関係を超えて、庁内の福祉分野に限

定されない関係部署との横のつながりをより一層強化します。 
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３ 計画の実施状況の評価 

第三次地域福祉計画は、関係課所や関係団体による進捗状況の確認を踏まえ、施策の方

向性と照らし合わせながら、東松山市地域福祉計画策定委員会において評価を年に１回行

い、PDCA サイクルに沿った計画の推進を図ります。また、計画の評価はホームページ等

で公表します。 

関係課所や関係団体による進捗状況の確認は、地域福祉に関する会議体などを活用し、

対面による意見交換を基本とすることで、毎年度、進捗状況の確認と合わせ、施策の方向

性の確認と認識の一致を図ります。 

また、評価方法として、福祉に関する事業の特性から、定量的な評価だけではなく、質

的な変化を捉える定性的な評価を併せて行い、取組の見える化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東松山市地域福祉計画」の策定 

Plan（計画） 

Check（評価）

ｔ言い切福祉 「計画」の数値目標取組の効果や 

課題の検証 

Do（実行） 

「計画」に基づく取組の実施 

Action（改善） 

評価を踏まえた取組の改善 

「東松山市地域福祉計画策定委員会」におい

て、市民、関係機関等の意見を踏まえて取組

内容を策定 

PDCA※サイクルのイメージ図 
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